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（様式6-A）A. 雑誌発表論文による学位申請の場合 
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であるalcohol dehydrogenase 1(Adh1), Aldehyde dehydrogenase 1 family, member A2(Aldh1a
2)と、レチノイン酸retinoic acid(RA)の核内受容体であるretinoic acid receptor alpha(Rar
α)のmRNA, タンパクレベルの発現低下を明らかにした。また、代謝経路の上流のレチノールに
関して、HPLCによる血清濃度の測定から、ISラットにおける血清ROL濃度の高値を明らかにし、





告であると認められ、博士（医学）の学位に値するものと判定した。   （平成31年3月5日） 
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